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――財政健全化の展望は。
８年前、当市の財政状態は、
国の管理下で赤字解消に取り組
む財政再建団体に陥る恐れがあ
るほど危機的だった。稲田米昭
前市長が市職員削減などの財政
再建を進め、市議会も定員削減
で協力した。これらが奏功し、
2011年度に累積赤字を解消した。
今後も行政改革の手綱は緩め

ない。現在420人の職員数を３
年後をめどに390人に削減する
など定員管理の適正化を進める。
１～２年のうちに公立保育園の
民間委託、３～５年後をめどと
する幼稚園の統合も推進する。
現在11校の小学校も５～６校
に統合する方向で、中学校は現
在の３校を16年度に２校にす
る。当市は規模の割に様々は事
業を抱えており、市営バスや競
輪事業の見直しも課題だ。

――緊急課題の防災対策は
どうするのか。
この４月に約60の防災無線

入れていきたい。農畜産物では
キュウリ、トマト、イチゴ、シ
イタケ、牛肉などのブランド化
を進める。生産者が販売、加工
を手掛ける６次産業化も推進す
る。例えば現在未利用のワカメ
の茎などは加工食品にして売り
上げを拡大したい。また無農
薬・減農薬による安全・安心な
農産物振興に一段と力を入れる。
かつて関西地区と結ぶ旅客船
で栄えた港は、今は航路が廃止
され見る影もない。ただ、ウッ
ドデッキが整備されていたり、
年２回、大型客船「飛鳥Ⅱ」
「にっぽん丸」が寄港したりす
るので、これらを活用したい。
今後は花火大会、海鮮朝市など
のイベント強化やご当地グルメ
の開発により、港を軸にしたに
ぎわい作りに力を入れ、中心商
店街の活性化につなげる。経営
者としての経験を生かし、選択
と集中、スピード感のある行政
運営を心がけたい。
（聞き手は
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を全町内に設置する予定だ。自
主防災組織の組織率を現在の
75％から早期に100％へ引き
上げ、避難訓練を本格的に実施
していきたい。海抜表示の徹底
や飲料水、防災用機材の備蓄も
進める。
避難場所の確保にも取り組む。
小学校や福祉関連施設を住民の
避難場所として整備する。財政
再建で遅れ気味だった施設の新
設にも着手する計画だ。経費削
減のため、年間4000万円の使
用料を払っている市営グラウン
ドの土地を購入し、３年以内を
めどに防災公園を整備したい。
防災関連施設は国や県の補助も
期待できる。平時にはテニス、
ゲートボールなどが楽しめる憩
いの場にする。公園内に昨年整
備計画を中止した火葬場も設け
たい。このほか防災タワーも２
～３カ所で整備したい。

――農業・漁業の産業振興
と地域活性化は。
農業など１次産業はまずブラ
ンド力の向上がポイントだ。小
松島には古くから港があり、漁
業、水産加工業が盛んだ。チリ
メン、ワカメ、ハモなどに力を
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行革継続、3年で職員30人減
自主防災の組織率100％へ

徳島県小松島市長　浜田　保徳氏

小松島市　徳島市の南に位置
し、人口４万人。紀伊水道に面

した天然の良港で古くから栄え

た。特産品は竹ちくわなど。


